
   

岐阜県嚥下障害研究会 

成人領域講演会 

「 私 た ち は 食 物 か ら 得 た 情 報 を ど の よ う に 認 知 し 、

食 行 動 に 反 映 さ せ て い る の か ？ 」  

講 師 ： 朝 日 大 学 歯 学 部 口 腔 機 能 修 復 学 講 座 口 腔 生 理 学 分 野  
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日時：令和６年１２月８日 

１３：３０～１６：００ 

会場：朝日大学 

１号館３階第４大講義室 

参加費：１０００円 

（学生無料・要申込） 

お申し込みは Peatix    Peatix を利用できない方はこちらでお申込 

(参加費は当日お支払いください) 

 

お問い合わせフォーム 

概要：「今、何が食べたいですか？」実は、この質

問への答えに、動物が、今、必要としている栄養素

を過不足なく見つけ出すメカニズムが含まれていま

す。一般的に食物は純粋な化学薬品ではなく、味

や硬さなどをもつ極めて複雑な情報統合体のはず

です。動物は、これらの複雑な情報をかなり細かく

認知し、食行動に反映させているようです。本講演

では、このような食物情報の食行動への反映メカニ

ズムについて、私たちの研究成果も踏まえ、わかりや

すく解説します。特に、摂食嚥下臨床で用いられる

増粘剤が食行動に及ぼす影響についても最新のデ

ータを提供させていただく予定です。 


